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研究成果の概要（和文）：グルーヴ(音楽を聴いて身体を動かしたくなる感覚)の研究では、その要因として、主
にリズムの側面が着目されてきた。一方、本研究は、音楽を構成する複数の要因を操作し、グルーヴとの関連を
検討した。具体的には、コード進行による感情喚起（楽しい／悲しい）とリズムの関係を検討した。主な研究結
果は以下の通りである。(1)楽しさを喚起するコード進行を伴うとよりグルーヴィに感じられる。(2)グルーヴの
評価において、コード進行の感情特性と、テンポやシンコペーションとの相互作用はみられなかった。(3)ドラ
ムブレイクを伴うとグルーヴは促進される。これらの成果は、音楽聴取による感情喚起と身体運動感覚の結びつ
きも示唆した。

研究成果の概要（英文）：Groove is defined as urge to move one's body with music. Prior studies of 
groove inductions have focused mainly on the rhythmic aspects. This study manipulated multiple 
elements that constituted music and examined their relationship to groove. Specifically, this study 
scrutinized the relationship between evocations of emotions (happy/sad) and rhythmic features 
through combinations of chord progressions and drum breaks. The main findings are as follows. (1) 
The music felt groovier when accompanied by a chord progression that evoked happiness. (2) The 
Emotional characteristics of chord progressions do not interact with tempo or syncopation of drum 
breaks in the groove evaluation. (3) Groove is facilitated when accompanied by drum breaks. These 
results also suggest a link between evocations of emotions and rhythmic features and somatic 
sensation through music listening.

研究分野： 音楽心理学

キーワード： 音楽　グルーヴ　ノリ　身体動作　感情　音楽教育学　音楽心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、従来はリズムの面からの検討が主流であったグルーヴの研究において、コード進行という音楽
に含まれる要因を照射した点にある。これにより、グルーヴをもたらす音響的な特徴だけでなく、引き起こされ
る感情の影響も明らかにした。本結果は、グルーヴの生起過程の解明のみならず、人の代表的な文化行動でもあ
る音楽や舞踊の成立基盤の解明にもつながる。
くわえて、グルーヴは身体を動かしたくなる感覚であるため、運動やダンス、リハビリなど、身体の動きと音楽
が強く結びつく実践場面への応用のための基盤的な知見を提供しうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
音楽を聴いて、頭をふったり指先でタップしたりすることは、日常的によく経験されるだろう。

このような、音楽を聴いて身体を動かしたくなる感覚は「グルーヴ」といわれ、近年盛んに研究
され始めている（Etani et al., 2023）。このような感覚を表す言葉は、世界各地でみられる（日
本では「ノリ」がよく用いられる）ことから、音楽によって引き起こされる身体感覚は地域や文
化に依存しない、一般的な感覚と考えられる。また、世界各地の儀式や様々な行事などでは、音
楽に合わせて踊ることも見られ、音楽と身体の結びつきを明らかにすることは、人の文化活動の
基盤を明らかにすることにも通じる。 
グルーヴはどのような音楽でも等しく喚起されるわけではなく、グルーヴをもたらしやすい

曲とそうでない曲があることが知られている。Janata et al. (2012)は、聴取実験を行い、様々な
曲のグルーヴ度を評定した。その結果、曲ごとにグルーヴの評価は大きく異なった。どのような
曲がグルーヴを引き起こしやすいかについては、様々な音響的要因の影響が指摘されている。先
行研究では、中程度のシンコペーション（Witek et al., 2014）やリズムの複雑さ（Madison & 
Sioros, 2014）、ビートの明確さ（Madison et al., 2011）などが、グルーヴに影響していること
が知られている。また、市販の曲を用いて実際に身体を動かした研究では、その曲に含まれるビ
ートの明確さや、周波数成分の特徴が、身体動作の速度や大きさと関連していた（Burger et al., 
2013）。 
一方で、通常の楽曲では、複数の音響的要因が互いに相互作用する。例えば、悲しみを感じる

曲は、多くの場合、ゆっくりとしたテンポや音の小ささ、短調、などの複数の要因で特徴づけら
れる。日常的な聴取状況におけるグルーヴを検討する上で、どのような音響的な特徴が、別の音
響的な要因と関連しているかを明らかにすることは重要であるものの、それらはほとんど検討
されてこなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、グルーヴにおける複数の音響的な要因を検討することである。グルーヴをも

たらす音響的な特徴に関する研究では、主にリズムの特徴が注目されてきた。これは、グルーヴ
が、さまざまなリズムの特徴や、主にリズムの演奏を担う楽器（ドラムやベース）と関連してい
ることを示唆している。一方で、市販の楽曲に含まれるような、リズム以外の要素との関係はほ
とんど検討されてこなかった。 
 本研究では、リズム以外の要素として、コード進行に注目した。先行研究において、グルーヴ
は、身体感覚の喚起だけでなく、快感情も喚起することが知られている（Janata et al., 2012; 
Witek et al., 2014）。Senn et al. (2020)が開発したグルーヴ経験尺度においても、グルーヴの評
価は、身体動作への衝動と快感情の 2 要因から構成されている。このことは、音楽によって生起
する感情とグルーヴに関連があることを示唆している。 
 そこで、本研究では、グルーヴにおける音響特性として、コード進行によって生じる感情とリ
ズムの関係について検討した。音楽の感情特性とリズムを体系的に変化させることにより、複数
の音響的特徴がグルーヴに与える影響について検討する。 
 実験 1 では、コード進行の違いによって生起する感情によって、グルーヴが変化するかを検
討した。実験 2 では、コード進行が引き起こした感情が、リズム要因と関連しているかどうかを
検討した。これにより、従来の研究よりも、より日常聴取に近い刺激を用いて、グルーヴを検討
することができる。 
 
３．研究の方法 
(1) 実験 1では、「楽しい」から「悲しい」まで、程度の異なる 4つのコード進行がピアノ音で
制作され、刺激として用いられた。各コード進行は、4拍子の 1拍目でのみ鳴った。各コード進
行に、ロックドラムのリズムパターンが組み合わされた。コードのみ 4種類、それらのコードと
ドラムブレイクの組み合わせたものが 4 種類、ドラムブレイクのみ 1 種類の合計 9 種類の刺激
が用いられた。 
これらの刺激を用いて、オンライン調査が実施された。調査参加者は、それらの刺激を聴取し、

どの程度体を動かしたくなったか、ノリ、喚起された感情などについて、「全く当てはまらない」
から「非常にあてはまる」までの 7件法で回答した。体を動かしたくなるかどうかの評定値をグ
ルーヴの評定値とした。 
 
(2) 実験 2 では、コード進行とドラムブレイクの種類を変化させた。実験 1 のコード進行のう
ちの 2 種類とコード進行の付加しない 1 種類、中程度と遅いテンポの 2 種類、中程度と小さい
シンコペーション度の 2種類の 3要因を組み合わせ、合計 12種類の刺激を用いた。 
調査は実験 1同様に、オンラインで実施された。 

 
４．研究成果 



(1) 実験 1では、まず、コード進行が意
図した感情を喚起したかと、ドラムブレ
イクの有無の影響を確認するため、分散
分析を実施した。その結果、コード進行
の主効果とドラムブレイクの主効果は
有意であった（Figure 1）。Figure 1 の
C1 から C4 は 4 つのコード進行のみの刺
激を、RC1 から RC4 は 4 つのコード進行
にドラムブレイクを伴ったもの、R はド
ラムブレイクのみの刺激を表す。多重比
較の結果、C1 を持つ刺激はよりグルーヴ
ィと評価された。 
 コード進行による感情の誘発につい
て、楽しさと悲しみの評定値の差を検討
したところ、本研究で用いた刺激は、タ
ーゲットとなる感情を喚起していたこ
とが示唆された。 
 グルーヴとその他の評定値の相関
係数を算出した。その結果、グルーヴ
は、ノリ、楽しさなどと有意な正の相
関が見られ、悲しみ、恐れと有意な負
の相関が見られた（p<.05）。 
 これらの結果から、コード進行が
もたらす感情は、ドラムブレイクが
同じであっても、グルーヴの評価に
影響することが示された。すなわち、
ポジティブな感情をもたらすコード
進行を伴うドラムブレイクは、ネガ
ティブな感情をもたらすものより
も、よりグルーヴィと評価された。ま
た、ドラムブレイクが付随すること
によって、グルーヴの評価が高まる
ことも示された。 
 一方で、コード進行とリズムの関
係については、明らかにならなかっ
た。 
 
(2) 実験 2では、3要因の分散分析（コード進行×シンコペーション×テンポ）を行った。その
結果、各要因の主効果は有意であり、要因間の交互作用は有意ではなかった（Figure 2）。 
楽しいコード進行やコード進行を伴わない刺激は、悲しいコード進行を伴った刺激よりもグ

ルーヴの評定値が高かった。また、中程度のテンポの刺激は遅いテンポと比べグルーヴの評定値
が高く、シンコペーション度が中程度の刺激は低い刺激と比べてグルーヴの評定値が高かった。 
 グルーヴの評定値と他の項目の評定値の相関係数については、実験 1と同様であった。 
 
(3) 本研究の結果から、主に以下のことが示唆された。(1)楽しさを喚起するコード進行は、よ
りグルーヴィに感じられる。(2)グルーヴの評価において、コード進行の感情特性は、テンポや
シンコペーションと相互作用しない。(3)ドラムブレイクを伴うとグルーヴは促進される。 
 本研究の結果から、コード進行の持つ感情特性がグルーヴに影響することが示唆された。先行
研究では、グルーヴィなリズムによる快感情の生起が観察されていた。本研究は、快感情を生起
することでも、グルーヴを喚起することを示した。楽しい音楽は、より高い覚醒状態を引き起こ
すことが知られている（Salimpoor et al., 2009）。また、楽しい音楽は脳の報酬系とも関連し
ている（Koelsch et al., 2006）。これらのことから、本研究は、グルーヴの生起過程における、
脳の報酬系や覚醒の役割を明らかにするための知見を提供すると考えられる。 
 また、刺激で用いた 3つの音楽的要素は相互作用しなかった。市販の楽曲では、表現される感
情によって、様々な音楽的要素が相互作用している。しかし、本研究では、そのような相互作用
は確認されなかった。これは、コード進行がリズムに影響しなかったためと考えられる。したが
って、コード進行がリズムとは異なるかたちでグルーヴに影響していると考えられる。 
 一方で、ドラムブレイクの存在は、グルーヴに大きな影響を与えることが示唆された。このこ
とは、グルーヴの評価においてリズムの影響は大きいことを示している。すなわち、先行研究の
多くがリズムに注目してきた妥当性を示している。一方で、ドラムブレイクのみの刺激に対する
好感度は低かったことから、グルーヴと好みの関連については、さらなる検討が必要であろう。 

1

2

3

4

5

6

C1 C2 C3 C4 RC1 RC2 RC3 RC4 R

刺激

グ
ル
ー
ヴ

1

2

3

4

5

6

グ
ル
ー
ヴ

シンコペーション 低 中 低 中 低 中 低 中 低 中 低 中

テンポ

コード進行 楽しい 悲しい コード進行無し

遅 中 遅 中 遅 中

Figure 1  
実験 1 での各刺激に対する評定値 

Figure 2  
実験 2 での各刺激に対する評定値 



 グルーヴの現実場面への応用を考える際には、音楽に含まれる様々な要因を検討する必要が
ある。グルーヴをもたらす音響的な特徴だけでなく、引き起こされる感情のような心理的な側面
を検討することは重要であろう。 
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